
ニナ目イツマデガイ科 石川県カテゴリーニクイロシブキツボ 準絶滅危惧

準絶滅危惧国カテゴリー

秋田県から兵庫県にかけての日本海側の山地。
国内分布

能登および加賀山間部より生息報告がある。
県内分布

殻高9㎜、殻径5㎜、螺層は6層。軟体部は黄褐色、殻は卵状の円錐形、光沢のある赤褐色。
形　　態

生息環境が限定され生息地における生息密度は低い。
選定理由

渓流の源流部の水が滴り落ちるような崖地にみられる。
生　　態

道路・林道整備、渓流の砂防工事。（A）
生存の危機
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常に飛沫がかかる岩肌や渓流の水際の垂直な崖の存在。
生息地の条件

県内の分布
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